
 モクセイ科
か

 トネリコ属
ぞく

 （落葉
らくよう

高木
こうぼく

） 

学名
がくめい

：Fraxinus lanuginosa 英名
えいめい

：(Ash) 

 

 

 

 

 

 

 

・葉
は

： 長
ちょう

だ円形
えんけい

の小 葉
しょうよう

が３～７枚
まい

つく、奇数
きすう

羽状
うじょう

複葉
ふくよう

、十字
じゅうじ

対生
たいせい

、ふちはギザギザの鋸歯
きょし

 

・幹
みき

：皮
かわ

は青色
あおいろ

をおびた灰色
はいいろ

 

   染 料
せんりょう

、アイヌの人達
ひとたち

がイレズミに利用
りよう

した→アオダモ 

・冬
ふゆ

芽
め

：枝
えだ

の先端
せんたん

に頂芽
ちょうが

を１個
こ

、側芽
そくが

は対生
たいせい

、広
こう

卵形
らんけい

または卵形
らんけい

で先端
せんたん

は尖
とが

る、 

    ２～４枚
まい

の芽
が

鱗
りん

、頂芽
ちょうが

は側芽
そくが

より大
おお

きい、 紫 色
むらさきいろ

 

・材
ざい

がきわめてねばり強
づよ

く、曲
ま

げても折
お

れない、野球
やきゅう

のバットの材 料
ざいりょう

 

   「撓
たわ

む木
き

」→タムキ→タモノキ→タモ 

アオダモ （コバノトネリコ） 

冬 芽 1枚の葉 

頂芽1個 

側芽対生 

縁がギザギザ 青っぽい 


